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本校は創立以来、校訓「百折不撓」の精神を礎に、県北部地域における人材育成の拠点校としての役割を

担ってきました。現在、普通科 5 学級と文理科 1 学級を擁する全日制課程に加え、普通科昼間二部制の定

時制課程を併設し、多様な学びの場を提供しています。韮崎市は、南に霊峰富士、西に雄大な南アルプス、

北に八ヶ岳連峰を望む自然豊かな地域であり、四季折々の美しい景観が生徒の心を育む環境を形成してい

ます。さらに、この地域には先端的な産業分野で活躍する企業が数多く立地しており、科学教育やキャリア教

育の面で産学連携を可能にする強みを有しています。この恵まれた環境の中で、本校は「たくましく、しなや

かな心」を育み、学習と部活動の両立を重視する文武両道の精神を貫き、社会に貢献できる人材の育成を目

指しています。 

文部科学省より平成 24 年度からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受け、平成 29 年度

から第Ⅱ期、さらに令和 4 年度から第Ⅲ期の指定を受け、通算１４年目を迎えています。第Ⅲ期の研究開発

課題は、「『峡北地域生え抜き』の科学技術人材の育成～地域の『ハブ』としての役割を果たす中で～」と設

定しました。この課題には、本校が峡北地域の小中学校や企業と連携し、科学教育の中心的存在となること

で地域の活性化を進めるとともに、理数教育の質を高め、そして本校の誇りである大村智博士に続く科学者

を育てたいという願いが込められています。SSH の取り組みは、単なる学力向上にとどまらず、地域社会と

共に未来を創る人材を育成する使命を担っています。 

この目標を実現するため、SSH 事業では多様な取り組みを展開しています。学校設定科目を通じて研究

に必要な基礎知識や技能を身につけ、それを活用した思考力・判断力・表現力を育成します。また、SSH 科

目「スカラー」では、教科横断型の探究活動を進め、課題解決に向けた柔軟な発想を養います。さらに、「アド

バンス講座」では、外部専門家による講義を通じて最新の科学的視点を取り入れ、研究の質を一層高めてい

ます。加えて、鹿児島や関西での科学研修では、最先端技術に触れる体験やフィールドワークによる生態系

の観察など、幅広い学びを提供しています。「総合的な探究の時間」では、SSH の研究スキームを活用し、課

題研究に取り組む体制を構築しており、文理を問わず科学的・論理的思考力を育む体制を整えています。自

然科学系の物理化学部、環境科学部、生物研究部での活動では、授業と連携して課題研究を深め、着実な

成果を挙げています。 

今年度も生徒たちは多くの成果を収めています。継続研究『甘利山さわら池の調査』は、今年度から始ま

った山梨県高校生探究合同発表会で自然科学部門第 3 位、日本学生科学賞で、3 位に相当する県教育長

賞を受賞しました。さらに、長年にわたる甘利山周辺の研究成果が認められ、環境大臣より「地域環境保全

功労者表彰」を受賞する栄誉にも浴しました。また、『コンクリートの開発』は、山梨科学アカデミー生徒科学

賞に加え、山梨県高等学校芸術文化祭自然科学研究発表会で芸術文化祭賞を受賞しました。その他、県内

外の多くの発表会に参加し、他校の生徒との意見交換を通じて、自らの研究をより深化させています。こうし

た成果は、生徒の主体的な探究心と、指導にあたる教員の熱意の結晶であり、本校 SSH の教育力を示すも

のです。 

地域とのつながりも着実に広がっています。「SSH 科学きらきら祭り」や「SSH サイエンスレクチャー」に小

中学生時代から参加した経験を持つ生徒が本校に入学し、SSH 事業が地域に根付いてきていることを実感

します。高校生となった彼らが後輩や児童への指導を行うことで、理数教育を通じた異校種間連携も一層深

まっています。さらに、大学に進学した卒業生からは、全国の SSH 指定校出身者と共に研究を進める中で、

自らの経験への誇りと、より高度な議論に挑む喜びが報告されています。 

学習指導要領が掲げる学びのゴールは「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」です。本校

SSH の活動を通じて、生徒一人ひとりの学びが、未来を切り拓く力となることを心から願っています。皆様に

は本誌をご一読いただき、生徒の「学び」に対するご示唆とともに、今後の本校 SSH 活動のさらなる発展に

向けて忌憚のないご意見を賜れば幸いです。 

結びに、本校の SSH 研究推進のために御指導と御支援を賜りました山梨大学をはじめとする関係諸大

学、文部科学省、独立行政法人科学技術振興機構、山梨県教育委員会並びに NPO・企業等関係諸機関の

皆様に心からお礼を申し上げ、巻頭のあいさつといたします。 
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別紙様式１－１ 
山梨県立韮崎高等学校 指定第Ⅲ期目 指定期間 R04～08 

❶令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 
 ① 研究開発課題  

「峡北地域生え抜き」の科学技術人材の育成 
 ～地域の「ハブ」としての役割を果たす中で～ 

 ② 研究開発の概要  
本校の入学生の大半は峡北地域の生徒が占めている。これらの生徒達が地域性を生かし峡北地域の

小学校から中学校，そして本校に入学し，課題研究で課題解決のプロセスなどを学習後，大学・大学

院での研究活動を経て，地域や国内外で活躍する「峡北地域生え抜き」の科学技術者を育成してい

く。 
 ③ R７年度実施規模  
  

 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 実施規模 

学級数 学級数 学級数 学級数  

普通科 5 5 5 15 全日制課程全生徒，651 名
を対象とする。 理系 － ２ 2  

文系 － ３ 3  
文理科 １ １ １ 3 
課程ごとの計 6 6 6 18 

  
 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 第Ⅲ期（R04～R08） 
１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

地域交流の拡大に伴う連携方法の研究開発をすることで，地域の理数系教育を充実するとともに

生徒の科学への意識の変容を促す。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

課題研究などを通じて地域を知り，地域が有する科学技術の教材化研究をすることで地域の特性

を理解した上で，研究を深めることができる。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

部活動の強化をするためにデータを収集し，チーム状況を把握した上で，試合で有利となる状況

の分析をすることで，分析の技術と知識を習得できる。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

教材の電子化による情報公開と成果物の共有化をすることで，授業の改善につなげ，生徒の知的

好奇心や意欲を高める。 
５ 客観的な評価方法の実践 

クロス評価を用いて客観的な評価の実施をすることで，自分達の改善点を明確にすると共に，現

状から具体的に授業内容の改善に取り組んでいくことができる。 
１年次 
(R4) 

１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・コロナ禍で中止が続いていた理科部会主催「サイエンスフェスタ」の運営・会場提供を

引き受け，県内の研究活動に対して発表する場を創出した。 
・小学生対象科学教室「科学きらきら祭り」はコロナ禍のため昨年に続き中止。 
・コロナ禍のため中止していた中学生対象 SSH 先取りの講座「サイエンスレクチャー」を

再開した。グループ活動を通して研究したり知識が深まる体験をしたりするために，講

座内容を精選して実施した。 
・コロナ禍のため中止していた出前講座をサイエンスショーの内容を精選して再開した。 
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２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・山梨県立大学の輿水達司先生よる韮崎高校周辺に魅力的な研究対象が多いことを伝える

講演をもとに，地元を対象とした研究活動を促した。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・大学関係者を講師に迎え，データサイエンスに関する講義を年間 2 回実施した。 
・スカラーⅡの「メソド統計」と「教養の科学」をリンクさせ，データの分析法などの講

義と実習を実施して知識の定着を図った。 
・アドバンス講座に「データサイエンス」の講義を導入した。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・R4 年度入学の 1 年生から１人 1 台端末となったことから，研究データや発表用のスラ

イド資料をメンバー全員で共有し作業することを促した。共有情報は Teams 上に置くこ

とを促した。 
・教材等の授業資料 Teams を利用し共有することが一般的になるよう，校内でノウハウの

共有のための情報発信を行った。 
５ 客観的な評価方法の実践 

・授業内容を考慮して OPPA シートとルーブリックの内容の検討をした。  
・クロス評価（複数の評価を比較する方法）について，どのような方法あるか係内で検討

した。 
２年次 
(R5) 

１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・地域の夏祭りにサイエンスショーの依頼があり，地区の人達 20 名の前で科学工作およ

びサイエンスショーを実施し，科学を通して地域への理数系教育に取り組んだ。 
 ・コロナ禍で３年間中止が続いていた小学生対象の科学教室「科学きらきら祭り」を復

活させた。小学生の科学の芽を育てるには，どのようなサイエンスショーが適切か考察

し 11 のブースを展開した，45 名の参加者があった。 
 ・昨年に引き続き，運営・会場提供を行った高校生対象の研究発表会「サイエンスフェス

タ」では，文科系の研究の参加も可とし，文理融合型や地域課題の研究の活性化に貢献

した。また，県外の高校にも声をかけ，長野県諏訪清陵高校，東海大付属諏訪高校と山

梨県内の高校生および教員同士の交流の機会を創設した。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・「峡北地域科学研修」として㈱ミラプロの見学を実施した。地元にある世界的なシェア

を誇る企業の見学を通して地域の理解，および将来の地元への就職へのきっかけとなる

ことを目的に実施した。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・「教養の科学」において「データサイエンスの基礎知識」，「データの分析方法」につ

いて PC 演習の講座を設けた。 
・メソド統計において，数学Ⅰのデータの分析を踏まえつつ，回帰分析や正規分布，ｔ検

定など統計的な分野について学習し，サンプルデータについて Excel の「データ分析」

を活用して分析する演習を実施した。 
・「部活動におけるデータサイエンス」をテーマとする課題研究に 4 名が取り組んだ。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・授業で扱う教材の配信や共有，Forms を利用してのアンケート配信，生徒の事前や事後

の学習のサポートなどの Teams を用いた配信を行い，効率的に進められるように実施し

た。 
・オンラインでの授業や発表会，他校との交流などに積極的に取り組み，特に発表会にお

いては多くのグループに校外での課題研究の発表を経験させることで，プレゼンテーシ

ョン力などの向上と発表に対する助言から研究を深化させるきっかけの獲得を目指して
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取り組んだ。 
５ 客観的な評価方法の実践 

・学校設定科目の「スカラー」にて，OPPA シートやルーブリックなどをもとに評価を実

施した。 
３年次 
(R6) 

１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・地域の小学校への科学教室は「甘利小学校」に加え，「韮崎小学校」からも依頼があっ

た。 
・地域の理数系教員との交流の場として，「韮崎市・甲斐市・北杜市 理数系教員の座談会 

in 韮高」を実施した。中学校の教員を招待し，本校の SSH 活動等を伝えるとともに，中

学校の教員から見える本校 SSH の様子を聞いた。地域の中学校教員のネットワークづく

りの第一歩となった。 
・練習試合と称して，2 校間，10 研究程度の小規模な研究発表会を実施。長野県諏訪清陵

高校とは台風接近のため中止としたが，長野県飯山高校とは実施できた。練習試合の流

れを示したフォーマットをホームページに掲載した。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・「峡北地域科学研修」では，㈱ミラプロの見学において，エンジニアの方に講義を依頼

し，質疑応答を通してより研究者として求められる資質についての理解を深めた。 
・年度当初の地域理解の講義を経て，１年生は，地域・産業・歴史等についての調べ学習

を実施し「ミニ課題研究」として成果を発表した。互いの発表を聞きあうことで，地域

に研究対象が多くあることを生徒間で共有した。 
・地域理解のために，また，本校の過去研究へのアクセスを促すために，検索用のファイ

ルを作成してホームページに掲載した。過去と今を研究で結びつけるという意味で「研

究マップ」としての側面も有している。過去すべてではなく，この時点では，R4・R5 年

度分のみである。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・「データサイエンスとは何か」というテーマの講座を実施した。 
・「部活動におけるデータサイエンス」をテーマとする課題研究に 18 名が取り組んでお

り，部活動のおけるデータサイエンスの意識が広がっていることもうかがえる。 
・「メソド統計」で実施した教材を本校ホームページに掲載した。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・授業で扱う教材の配信や共有，Forms を利用してのアンケート配信など，生徒の事前や

事後の学習のサポートなど紙での配布をなるべく抑え，Teams を用いて配信し，効率的

に進めることのメリットを共有した。 
・オンラインでの授業や発表会，他校との交流などに積極的に取り組みんだ。特に部活動

の試合や怪我のために遠方への発表会参加が難しい生徒に対して，オンラインでの発表

会を促し，プレゼンテーション力向上，および研究を深化させる機会を提供した。 
・1 人１台端末が３学年でそろったことで，より活発に全校一斉アンケートなど，ICT の

活用を促した。 
５ 客観的な評価方法の実践 

・中間評価でルーブリックの修正を指摘されたことから係内で議論を始めた。 
・「研究シート」とその活用例をホームページに掲載して普及に努めた。 

４年次 
(R7) 

１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・R６年度にホームページに掲載した「練習試合用フォーマット」を修正して再掲した。

それとは別に「練習試合用フォーマット vol_2」もホームページに掲載した。 
・昨年度できた繋がりを元に，山梨大学教職大学院の東海林麗香先生にファシリテーター

役を依頼し，地元の中学校教員と話をする場を設けた。高校生が中学生向けに課題研究

２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・山梨県立大学の輿水達司先生よる韮崎高校周辺に魅力的な研究対象が多いことを伝える

講演をもとに，地元を対象とした研究活動を促した。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・大学関係者を講師に迎え，データサイエンスに関する講義を年間 2 回実施した。 
・スカラーⅡの「メソド統計」と「教養の科学」をリンクさせ，データの分析法などの講

義と実習を実施して知識の定着を図った。 
・アドバンス講座に「データサイエンス」の講義を導入した。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・R4 年度入学の 1 年生から１人 1 台端末となったことから，研究データや発表用のスラ

イド資料をメンバー全員で共有し作業することを促した。共有情報は Teams 上に置くこ

とを促した。 
・教材等の授業資料 Teams を利用し共有することが一般的になるよう，校内でノウハウの

共有のための情報発信を行った。 
５ 客観的な評価方法の実践 

・授業内容を考慮して OPPA シートとルーブリックの内容の検討をした。  
・クロス評価（複数の評価を比較する方法）について，どのような方法あるか係内で検討

した。 
２年次 
(R5) 

１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・地域の夏祭りにサイエンスショーの依頼があり，地区の人達 20 名の前で科学工作およ

びサイエンスショーを実施し，科学を通して地域への理数系教育に取り組んだ。 
 ・コロナ禍で３年間中止が続いていた小学生対象の科学教室「科学きらきら祭り」を復

活させた。小学生の科学の芽を育てるには，どのようなサイエンスショーが適切か考察

し 11 のブースを展開した，45 名の参加者があった。 
 ・昨年に引き続き，運営・会場提供を行った高校生対象の研究発表会「サイエンスフェス

タ」では，文科系の研究の参加も可とし，文理融合型や地域課題の研究の活性化に貢献

した。また，県外の高校にも声をかけ，長野県諏訪清陵高校，東海大付属諏訪高校と山

梨県内の高校生および教員同士の交流の機会を創設した。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・「峡北地域科学研修」として㈱ミラプロの見学を実施した。地元にある世界的なシェア

を誇る企業の見学を通して地域の理解，および将来の地元への就職へのきっかけとなる

ことを目的に実施した。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・「教養の科学」において「データサイエンスの基礎知識」，「データの分析方法」につ

いて PC 演習の講座を設けた。 
・メソド統計において，数学Ⅰのデータの分析を踏まえつつ，回帰分析や正規分布，ｔ検

定など統計的な分野について学習し，サンプルデータについて Excel の「データ分析」

を活用して分析する演習を実施した。 
・「部活動におけるデータサイエンス」をテーマとする課題研究に 4 名が取り組んだ。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・授業で扱う教材の配信や共有，Forms を利用してのアンケート配信，生徒の事前や事後

の学習のサポートなどの Teams を用いた配信を行い，効率的に進められるように実施し

た。 
・オンラインでの授業や発表会，他校との交流などに積極的に取り組み，特に発表会にお

いては多くのグループに校外での課題研究の発表を経験させることで，プレゼンテーシ

ョン力などの向上と発表に対する助言から研究を深化させるきっかけの獲得を目指して
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の取組を伝えたり，「科学の甲子園ジュニア」のための勉強会を R8 年度に実施する約束

がなされた。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・「峡北地域科学研修」の見学先を昨年までの㈱ミラプロから㈱東京エレクトロンに変更

した。㈱ミラプロ同様，世界中に工場がある世界的に活躍している企業が地元にあるこ

とを共有した。 
・昨年度，4～7 月の 4 カ月間の課題研究の時間を充てていた「ミニ課題研究」，「南アル

プス・ユネスコエコパークに関する講義」は，地域にある研究対象や過去の研究の紹介

に代替し，各グループの課題研究の時間を増やした。 
・ホームページに掲載している過去研究検索ファイルは，1 期生（Ⅰ期の卒業生）からす

べて検索できる様に加筆・修正した。 
・生徒の課題研究「甘利山さわら池の調査」をもとに，生物と地歴の教科横断型教材を

作成し，ホームページに掲載した。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・運動部の生徒たちが「自分たちの部活動の取組」や「勝つために必要なこと」を研究テ

ーマとすることを顧問に承諾を得て取り組むこととした。 
・R5 年度卒業生（現在，大学２年生）から，高校時代の研究活動のデータをもとにしたデ

ータサイエンス用の教材の提供がありホームページに掲載した（本来は運動部を対象と

した研究開発課題だが，自然科学部におけるデータサイエンスの活用の事例となった）。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・他校の生徒からアンケート依頼があったり，他校にアンケートを依頼したりと学校を越

えてデータを収集する研究が現れた。学校間のアンケート実施の際は，アンケートを１

つ受けたら１つ依頼するという相互交換のルールで運用している。アンケートの活性化

は ICT を用いた活動の易化によるものと思われる。 
５ 客観的な評価方法の実践 

・新たなルーブリックを作成した（R6 年度まで使用していたルーブリックをもとに新た

なルーブリックを作成し，1/24(土)のサイエンスフェスタから使用）。 
・研究シートは担当教員がやりやすい形に変更して利用されている。 

 
○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する教科・科目等  代替される教科・科目等  
対  象  

教科・科目名  単位数 教科・科目名  単位数 

文 理 科  SSH・ スカラーⅠ  ２  総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

情 報 ・ 情 報 Ⅰ  

１  

１  

文 理 科 全 員  

文 理 科  

 

 

SSH・ スカラーⅡ  

 

 

３  

 

 

理 数 ・ 理 数 探 究  

総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

情 報 ・ 情 報 Ⅰ  

保 健 体 育 ・ 保 健  

１  

１  

１  

１  

文 理 科 全 員  

 

普 通 科 理 系

選 択 者  

SSH・ スカラーⅡ  ３  総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

情 報 ・ 情 報 Ⅰ  

保 健 体 育 ・ 保 健  

１  

１  

１  

普 通 科 理 系 選 択 者  

文 理 科  SSH・ スカラーⅢ  １  理 数 ・ 理 数 探 究  

総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

１  

１  

文 理 科 全 員  

普 通 科 理 系

選 択 者  

SSH・ スカラーⅢ  １  総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  １  普 通 科 理 系 選 択 者  

普 通 科  数 学 ・ SS数 学  ５  数 学 ・ 数 学 Ⅰ  ３  普 通 科 全 員  

普 通 科  理 科 ・ SS物 理 Ⅰ  ２  理 科 ・ 物 理 基 礎  ２  普 通 科 理 系 選 択 者  

普 通 科  理 科 ・ SS化 学 Ⅰ  ２  理 科 ・ 化 学 基 礎  ２  普 通 科 全 員  

普 通 科  理 科 ・ SS生 物 Ⅰ  ２  理 科 ・ 生 物 基 礎  ２  普 通 科 全 員  
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文 理 科 理 系  理 科 ・ SS理 数 物 理  ７ ， ３  理 数 ・ 理 数 物 理  ６  文 理 科 理 系 全 員  

文 理 科  理 科 ・ SS理 数 化 学  ８ ， ４  理 数 ・ 理 数 化 学  ６  文 理 科 全 員  

文 理 科  理 科 ・ SS理 数 生 物  ８ ， ５ ， ４  理 数 ・ 理 数 生 物  ６  文 理 科 全 員  

文 理 科 文 系  理 科 ・ SS理 数 地 学  ３  理 数 ・ 理 数 地 学  ６  文 理 科 文 系 全 員  

※卒業までに修得させる単位数に含めることができる学校設定科目及び学校設定教科に関する科目に係

る修得単位数の算定に当たり，SSHの研究開発として開設する科目の修得単位数は含めない。 

○R７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

学科・ 

コース 
第１学年 第２学年  第３学年 

対 象 
教 科 ・ 科 目 名  単位数 教 科 ・ 科 目 名  単位数 教 科 ・ 科 目 名  単位数 

文理科  SSH・スカラーⅠ ２ SSH・スカラーⅡ ３ SSH・スカラーⅢ １ 文理科全員  

普通科理系

選択者  

総合・総合的な探

究の時間  

１ SSH・スカラーⅡ ３ SSH・スカラーⅢ １ 普通科理系選択者  

普通科  総合・総合的な探

究の時間  

１ 総合・総合的な探

究の時間  

１ 総合・総合的な探

究の時間  

１ 普通科理系選択者を

除く全員  

○具体的な研究事項・活動内容 
 ① 学校設定科目など 

（ア）スカラーⅠ(2 単位)・スカラーⅡ(3 単位)・スカラーⅢ(1 単位) 

１年次スカラーⅠ(2単位) ２年次スカラーⅡ(3単位) ３年次スカラーⅢ(1単位) 

ガイダンス  
アドバンス講座  
・里山の自然 
・ワインの科学 

・微生物と生態系 

・宇宙研究 

自然科学基礎 

（アドバンス講座聴講のための 

ブリッジガイダンス） 

SS メソド 

（研究のための基礎知識習得） 
・SS メソド数理 
・SS メソド英語 

・SS メソド論文 

サイエンスダイアログ 

サイエンス研究 

ガイダンス 
アドバンス講座 
・音 
・クローンマウス 
・水素エネルギー 

自然科学基礎 

プログレス科学 

（研究のための基礎技術習得） 
・物理基礎実験 
・化学基礎実験 
・生物基礎実験 

SS メソド 
・SS メソド統計 
・SS メソド英語 

・SS メソド論文 

サイエンスダイアログ 
サイエンス研究 
企業連携講座 

課題研究 
卒業生との座談会 
学問研究 
 

  (イ)その他の学校設定科目 

   SS 数学，SS 物理ⅠⅡⅢ，SS 化学ⅠⅡⅢ，SS 生物ⅠⅡⅢ，SS 理数物理，SS 理数化学， 

SS 理数生物，SS イングリッシュⅠⅡⅢ 

 （ウ）「総合的な探究の時間」 

   スカラーを履修しない生徒が履修し，課題研究を行う。 

② 講演会など 
講演会 対象者 内容 

SSH学習講座「教養

の科学」 

２年生全員 ・スポーツのトレーニング，メンタル，戦略の面からスポ

ーツを科学的に捉えたり，日頃の練習に科学的な視点を取

り入れたりしてより効果的な練習について学ぶ。 

・経済学など高校で通常学ばない身近なテーマを学ぶ。 

・データサイエンス基礎的な内容を理解し，データの収集

方法や分析方法などを実習などの活動を通して学ぶ。 

SSHサイエンス講演会 全校生徒 生徒による３研究の発表，専門家による科学に関する講演

の取組を伝えたり，「科学の甲子園ジュニア」のための勉強会を R8 年度に実施する約束

がなされた。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・「峡北地域科学研修」の見学先を昨年までの㈱ミラプロから㈱東京エレクトロンに変更

した。㈱ミラプロ同様，世界中に工場がある世界的に活躍している企業が地元にあるこ

とを共有した。 
・昨年度，4～7 月の 4 カ月間の課題研究の時間を充てていた「ミニ課題研究」，「南アル

プス・ユネスコエコパークに関する講義」は，地域にある研究対象や過去の研究の紹介

に代替し，各グループの課題研究の時間を増やした。 
・ホームページに掲載している過去研究検索ファイルは，1 期生（Ⅰ期の卒業生）からす

べて検索できる様に加筆・修正した。 
・生徒の課題研究「甘利山さわら池の調査」をもとに，生物と地歴の教科横断型教材を

作成し，ホームページに掲載した。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・運動部の生徒たちが「自分たちの部活動の取組」や「勝つために必要なこと」を研究テ

ーマとすることを顧問に承諾を得て取り組むこととした。 
・R5 年度卒業生（現在，大学２年生）から，高校時代の研究活動のデータをもとにしたデ

ータサイエンス用の教材の提供がありホームページに掲載した（本来は運動部を対象と

した研究開発課題だが，自然科学部におけるデータサイエンスの活用の事例となった）。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・他校の生徒からアンケート依頼があったり，他校にアンケートを依頼したりと学校を越

えてデータを収集する研究が現れた。学校間のアンケート実施の際は，アンケートを１

つ受けたら１つ依頼するという相互交換のルールで運用している。アンケートの活性化

は ICT を用いた活動の易化によるものと思われる。 
５ 客観的な評価方法の実践 

・新たなルーブリックを作成した（R6 年度まで使用していたルーブリックをもとに新た

なルーブリックを作成し，1/24(土)のサイエンスフェスタから使用）。 
・研究シートは担当教員がやりやすい形に変更して利用されている。 

 
○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する教科・科目等  代替される教科・科目等  
対  象  

教科・科目名  単位数 教科・科目名  単位数 

文 理 科  SSH・ スカラーⅠ  ２  総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

情 報 ・ 情 報 Ⅰ  

１  

１  

文 理 科 全 員  

文 理 科  

 

 

SSH・ スカラーⅡ  

 

 

３  

 

 

理 数 ・ 理 数 探 究  

総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

情 報 ・ 情 報 Ⅰ  

保 健 体 育 ・ 保 健  

１  

１  

１  

１  

文 理 科 全 員  

 

普 通 科 理 系

選 択 者  

SSH・ スカラーⅡ  ３  総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

情 報 ・ 情 報 Ⅰ  

保 健 体 育 ・ 保 健  

１  

１  

１  

普 通 科 理 系 選 択 者  

文 理 科  SSH・ スカラーⅢ  １  理 数 ・ 理 数 探 究  

総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  

１  

１  

文 理 科 全 員  

普 通 科 理 系

選 択 者  

SSH・ スカラーⅢ  １  総 合 ・ 総 合 的 な探 究 の時 間  １  普 通 科 理 系 選 択 者  

普 通 科  数 学 ・ SS数 学  ５  数 学 ・ 数 学 Ⅰ  ３  普 通 科 全 員  

普 通 科  理 科 ・ SS物 理 Ⅰ  ２  理 科 ・ 物 理 基 礎  ２  普 通 科 理 系 選 択 者  

普 通 科  理 科 ・ SS化 学 Ⅰ  ２  理 科 ・ 化 学 基 礎  ２  普 通 科 全 員  

普 通 科  理 科 ・ SS生 物 Ⅰ  ２  理 科 ・ 生 物 基 礎  ２  普 通 科 全 員  
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会  

③ 科学研修 

学年 研修名・期間 対象者 研修場所 

1 年次 鹿児島科学研修 

2 泊 3 日 文理科(29名) 
屋久島（フィールドワーク） 

種子島：種子島宇宙センター(JAXA) 

桜島（フィールドワーク） 

2 年次 関西科学研修 

2 泊 3 日 
希望者(38名) 

理化学研究所： 

計算科学研究センター（R-CCS） 

高輝度光科学研究センター（Spring-8/SACLA） 

生体機能科学研究センター（BDR） 

京都大学（創薬とAIの講義） 

名古屋大学（SPring-8/SACLA を活用した研究の講

義） 
 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究開発の成果について 
１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・県内外の高校に発表機会を提供 
３年前まで理系のみの発表会であった山梨県教育研究会理科部会主催の「サイエンスフェスタ」の

運営担当を引き受け，SSH の指定，理系・文系に関係なく課題研究を発表する場を創出した。文系

をテーマとした研究の参加を促すことで，県内の文系をテーマに研究している高校生に理系の研究

活動を聞く機会を創出した。県外の高校にも声をかけ，山梨県の高校生が他県の高校生と研究を通

して交流する機会を提供した。 
・小学校・中学校教員との連携 
地元の小学校・中学校の理数系教員との連携について，R6 年度は「甲斐市韮崎市北杜市の理数系

教員の座談会 in 韮高」と銘打ち，情報交換会をする場を設定し，地域の中学生の理数系科目での困

りごとや課題研究での活動について話し合った。 
R7 年度は，昨年度にできた繋がりを元に，山梨大学教職大学院の東海林麗香先生にファシリテ

ーター役を依頼し，地元の中学校教員との話をする場を設けた。高校生が中学生向けに課題研究の

取組を伝えたり，「科学の甲子園ジュニア」のための勉強会を R8 年度に実施する約束がなされた。 
・SSH 通信の作成 

R6 年 12 月より SSH 通信を再開し，月 1 回の頻度で HP に掲載している。この通信は HP に掲載す

る以外に，近隣の中学校を訪問した際には中学生および中学校教員用に印刷物を配布し，研究成果

の普及に努めた。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・地域を題材にした教材の作成 
生徒の課題研究「甘利山さわら池の調査」をもとに，生物と地歴の教科横断型教材を作成し，ホー

ムページに掲載した。研究で得られた知見を教材化することは，授業を教室内だけで完結させず，

学びが将来の研究活動へとつながっていることを生徒が実感する助けにもなっている。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・サッカー部は R7 年度から，試合中に生徒の心拍数や走行距離を測定する機材を導入し，そのデー

タをもとに試合中の選手変更や戦略の構成を考えるようになった。野球部でも，バットスイングや

ピッチャーの投球についてのデータを取得し科学的に分析する取組を R7 年度から導入するように

なった。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・R5 年度卒業生（現在大学 2 年生）からデータサイエンス用教材（高校時代の課題研究をデータサ
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イエンスの視点から再分析した内容）の提供があり，本校ホームページに掲載した。これは、その
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る以外に，近隣の中学校を訪問した際には中学生および中学校教員用に印刷物を配布し，研究成果

の普及に努めた。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

・地域を題材にした教材の作成 
生徒の課題研究「甘利山さわら池の調査」をもとに，生物と地歴の教科横断型教材を作成し，ホー

ムページに掲載した。研究で得られた知見を教材化することは，授業を教室内だけで完結させず，

学びが将来の研究活動へとつながっていることを生徒が実感する助けにもなっている。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

・サッカー部は R7 年度から，試合中に生徒の心拍数や走行距離を測定する機材を導入し，そのデー

タをもとに試合中の選手変更や戦略の構成を考えるようになった。野球部でも，バットスイングや

ピッチャーの投球についてのデータを取得し科学的に分析する取組を R7 年度から導入するように

なった。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・R5 年度卒業生（現在大学 2 年生）からデータサイエンス用教材（高校時代の課題研究をデータサ
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○研究開発の課題と今後の取組 
１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・R6 年度から開催している，中学校教員との交流会を通して把握できた中学校側のニーズとして，

「中学生の課題研究指導の支援（研究の進め方や探究的な姿勢の育成）」が挙げられた。これを受

けて，R8 年度には韮崎高校の生徒による中学生へのアドバイスの機会を設けることにした。中学

生への研究設備の一部開放，中学校授業で活用可能な教材の紹介・提供など，今後，取組をさらに

深化させ，峡北地域の中学校の理数教育支援を体系化し，高校と中学校の連携が互いの教育活動を

高め合う関係となるよう取り組んでいきたい。 
２ 地域の理解と「研究マップ」の作成 

本研究課題の目的は，地域資源を活用した探究活動に係る以下のプロセスを循環的に機能させる

ことにある。 
（１）地域に多様かつ学術的価値を有する研究対象が存在することを生徒が認識すること。 
（２）生徒が自由に研究テーマを選択する中で，地域の素材を活用した研究が一定数あること。 
（３）校内発表会が地域の研究を聞く機会となり，地域を研究対象としない生徒においても地域理

解が深まること。 
（４）過年度の地域研究を継承するグループが継続的に出現し，当該研究が継続的に改善・高度化

されること。 
（５）地域を対象とした探究成果が本校に蓄積され，教育資源として恒常的に活用可能となること。 
 上記（１）～（５）のサイクルが継続的に実現されることを想定していた。しかし実際には，生

徒たちが，自身の興味関心に基づくテーマを選択する中で，地域の題材を選ぶケースは多くはなか

った。本校が立地している地域には学術的・社会的に興味深い対象が多く，探究の深化が期待でき，

地域固有の性格を反映したテーマ設定が可能であり，独自性を発揮しやすい。また，当該分野の専

門家が地域内に存在し，指導助言を得る環境が整っている。加えて，過年度の研究成果および関係

する専門家の情報が学校内に蓄積されていることから，過去研究を継承し発展させる体制ができて

おり，過年度研究へのアクセスを促進するために作成した「検索フォーマット」も活用できる。こ

のように，生徒にとって多面的なメリットが存在するので，今後も様々な働きかけをしていきたい。 
３ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

R7 年度には，サッカー部および野球部において新たにデータサイエンスを活用した取組が開始

された。R8 年度は，これらの取組で蓄積されたデータを基に，生徒が課題研究として分析・検証に

取り組み，その成果を発表会等で共有する予定でいる。これにより，データサイエンスを活用した

取組がさらに多くの部活動へ波及していくことを目指す。発表の機会を設けることは，生徒が自身

の研究に責任を持ち，主体的に探究に向き合う姿勢を育む上で重要である。また，データに基づく

研究成果を全校生徒の前で示すことは，研究過程への自覚を高めるとともに，部活動に対する主体

的・科学的な取組を促進する契機となる。このような循環を促すことで，部活動と課題研究がより

密接に連動し，科学的視点を取り入れた部活動の在り方が韮崎高校 SSH の特色として確立されて

いくことが期待される。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・R6 年度以降，アンケート配信における ICT 活用が一層進展し，Teams を通じた配信件数が増加し

たことにより，生徒の受け止め方に一定の負荷が生じていることが確認された。一方で研究課題に

よっては，アンケートは必須のデータ取得手段であり，そのバランスをどのようにとるか，運用の

適正化を図る必要がある。 
・情報モラルについては，課題研究の導入時に基本的な指導を行っているが，今後さらに ICT 活用

の場面が拡大することを見据え，より体系的かつ丁寧な情報モラル教育の充実が求められる。上述

の「６ その他の成果」で記載した自然科学部が作成した「説明資料（スライド）」には情報モラル

に関する内容も含まれており，様々な説明場面で，情報モラルに関する講義を複数回行い，情報活

用に関する適切な判断力の育成を一層推進していく。 
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５ 客観的な評価方法の実践 

・R8 年 1 月より導入したルーブリックの評価項目および基準の妥当性を検証するとともに，教員評

価と生徒自己評価の差異を指導改善へどのように反映させるかが今後の重要な検討課題である。特

に，両者の評価傾向の分析結果を学習方略の改善に生かすため，評価データの収集方法や分析手法

を含めた体系的な見直しを行う必要がある。 
・令和 8 年度に試用を予定している AiGROW については，生徒の変容を効果的かつ継続的に把握で

きる指標となり得るかの検証が求められる。併せて，事業者が設定する標準的な分析枠組みに加え，

本校の教育活動の特性を踏まえた独自の視点を付加できるかについても検討を進めたい。 
これらの取組にあたり，すでに同ツールを導入している他校の活用実践を参照し，比較検討を行

うことで，生徒の成長過程をより的確に把握し，探究活動の質向上に資する評価体制の構築を目指

す。  
 

○研究開発の課題と今後の取組 
１ 地域への理数系教育のネットワーク形成 

・R6 年度から開催している，中学校教員との交流会を通して把握できた中学校側のニーズとして，

「中学生の課題研究指導の支援（研究の進め方や探究的な姿勢の育成）」が挙げられた。これを受

けて，R8 年度には韮崎高校の生徒による中学生へのアドバイスの機会を設けることにした。中学

生への研究設備の一部開放，中学校授業で活用可能な教材の紹介・提供など，今後，取組をさらに

深化させ，峡北地域の中学校の理数教育支援を体系化し，高校と中学校の連携が互いの教育活動を

高め合う関係となるよう取り組んでいきたい。 
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地域固有の性格を反映したテーマ設定が可能であり，独自性を発揮しやすい。また，当該分野の専
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取組がさらに多くの部活動へ波及していくことを目指す。発表の機会を設けることは，生徒が自身

の研究に責任を持ち，主体的に探究に向き合う姿勢を育む上で重要である。また，データに基づく

研究成果を全校生徒の前で示すことは，研究過程への自覚を高めるとともに，部活動に対する主体

的・科学的な取組を促進する契機となる。このような循環を促すことで，部活動と課題研究がより

密接に連動し，科学的視点を取り入れた部活動の在り方が韮崎高校 SSH の特色として確立されて

いくことが期待される。 
４ ICT 等を利用した主体的な取り組み 

・R6 年度以降，アンケート配信における ICT 活用が一層進展し，Teams を通じた配信件数が増加し

たことにより，生徒の受け止め方に一定の負荷が生じていることが確認された。一方で研究課題に

よっては，アンケートは必須のデータ取得手段であり，そのバランスをどのようにとるか，運用の

適正化を図る必要がある。 
・情報モラルについては，課題研究の導入時に基本的な指導を行っているが，今後さらに ICT 活用

の場面が拡大することを見据え，より体系的かつ丁寧な情報モラル教育の充実が求められる。上述

の「６ その他の成果」で記載した自然科学部が作成した「説明資料（スライド）」には情報モラル

に関する内容も含まれており，様々な説明場面で，情報モラルに関する講義を複数回行い，情報活

用に関する適切な判断力の育成を一層推進していく。 
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第１章 研究開発の課題 
 

１１  研研究究開開発発課課題題  

「峡北地域生え抜き」の科学技術人材の育成 ～地域の「ハブ」としての役割を果たす中で～ 

２２  研研究究開開発発のの概概要要  

本校の入学生の大半は峡北地域の生徒が占めている。これらの生徒達が地域性を生かし峡北地域の 

小学校から中学校，そして本校に入学し，課題研究で課題解決のプロセスなどを学習後，大学・大 

学院での研究活動を経て，地域や国内外で活躍する「峡北地域生え抜き」の科学技術者を育成して 

いく。 

 

３３  研研究究開開発発のの目目的的・・目目標標  

地域や地元小中学校との交流による地域の理数系教育の普及に加え，地域が有する科学技術の存在

を学び，それらを教材化することで地域を理解し，地域の活性化を目指していく。また，これまで

の SSH の実績を活かし，課題研究の深化を目指すと共に，校内外において層の拡大を目指し，生徒

や卒業生，地域の企業や大学などとの連携を広げていく。 

４４  研研究究開開発発ののテテーーママのの内内容容  

① 地域への理数系教育のネットワーク拡大 

→ 地域交流の拡大を目指して連携方法の研究開発 

② 地域の理解と「研究マップ」の作成 

  → 過去研究の検索データベースの作成，および研究の相談相手・地域の科学人材の発掘 

③ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

 → 数値データを利用することで身近な生活や部活動にも効率化や新しい発見があることを知

るきっかけの創出 

④ ICT 等を利用した主体的な取組 

  → １つの実験に対して複数の手法でデータをとることで，より精緻な研究となることを知り，

様々な ICT 機器の活用により研究の幅を広げる 

⑤ 客観的な評価方法と方略の実践 

→ 生徒のメタ認知を生む評価により、研究意欲と研究の質の向上に寄与できる評価方法の開

発と実践 
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第 2 章 研究開発の経緯 
（１）ＳＳＨ事業 

実施日 内容 

対象 研究・開発※１ 

1 年 

SSH 

1 年 

普通科 

2 年 

SSH 

2 年 

普通科 

３年 

SSH 

3 年 

普通科 
(1) (2) 

4 11 金 スカラーⅡオリエンテーション     〇       〇   

4 16 水 スカラーⅢオリエンテーション         〇   〇   

4 18 金 スカラーⅠオリエンテーション 〇           〇   

5 10 土 サイエンスレクチャー 〇 希望者 〇 希望者 〇 希望者 〇   

6 10 火 教養の科学（１）     〇 〇     〇   

6 11 水 座談会         〇   〇 〇 

6 13 金 アドバンス講座 水素エネルギー     〇       〇 〇 

7 4 金 アドバンス講座 里山の自然 〇           〇 〇 

7 6 日 ３年生グループ課題研究発表会 〇 希望者 〇 希望者 〇 希望者 〇   

8 4 月 関西科学研修（～6 日）     〇       〇 〇 

8 5   SSH 全国発表会（～8/7）         該当者   〇 〇 

8 1   山梨大学実験研修（8/6・7） 〇   〇       〇 〇 

9 19 金 アドバンス講座 宇宙 〇           〇 〇 

9 20 土 SSH2 年生グループ課題研究発表会 〇 希望者 〇 希望者     〇   

9 21 日 科学きらきら祭り 〇 希望者 〇 希望者     〇   

9 24 水 ディベート     該当者       〇   

9 26 金 アドバンス講座 ワインの科学 〇           〇 〇 

10 10 水 企業見学 東京エレクトロン         〇   〇 〇 

10 22 水 教養の科学（2）     〇 〇     〇 〇 

10 24 金 アドバンス講座 微生物 〇           〇 〇 

11 12 金 鹿児島研修 事前学習１ 〇           〇 〇 

11 14 金 アドバンス講座 クローンマウス     〇       〇 〇 

12 2 火 全校サイエンス講演会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

12 3 金 鹿児島研修 事前学習２ 〇           〇 〇 

12 7 月 鹿児島研修（～12/9） 〇           〇 〇 

1 24 土 サイエンスフェスタ 〇 希望者 〇 希望者     〇   

1 30 金 アドバンス講座 音     〇       〇 〇 

2 13 金 ALT による英語講座 〇   〇       〇 〇 

3 17 火 韮高探究交流会（NTS) 〇 〇 〇 〇     〇   

※１（１）課題研究の質の向上 （２）先端科学に触れる機会 

※ 物理，化学，生物の基礎実験は SS を付す科目の授業内で実施のため，上記事業一覧には掲載していない 

（２）参加したイベント・学会 

実施日 イベント名【主催団体】 
自然 

科学部 

1 年 

SSH 

2 年 

SSH 

3 年 

SSH 
備 考 

5 3  韮崎サイエンスジム 〇     

5 14  セメント技術大会 〇     

5 17  日本気象学会ジュニアセッション   希望者   

7 6 日 ３年生グループ課題研究成果発表会【主催：韮崎高校 SSH】       〇 3 年全研究が発表する最後のイベント 

 

第１章 研究開発の課題 
 

１１  研研究究開開発発課課題題  

「峡北地域生え抜き」の科学技術人材の育成 ～地域の「ハブ」としての役割を果たす中で～ 

２２  研研究究開開発発のの概概要要  

本校の入学生の大半は峡北地域の生徒が占めている。これらの生徒達が地域性を生かし峡北地域の 

小学校から中学校，そして本校に入学し，課題研究で課題解決のプロセスなどを学習後，大学・大 

学院での研究活動を経て，地域や国内外で活躍する「峡北地域生え抜き」の科学技術者を育成して 

いく。 

 

３３  研研究究開開発発のの目目的的・・目目標標  

地域や地元小中学校との交流による地域の理数系教育の普及に加え，地域が有する科学技術の存在

を学び，それらを教材化することで地域を理解し，地域の活性化を目指していく。また，これまで

の SSH の実績を活かし，課題研究の深化を目指すと共に，校内外において層の拡大を目指し，生徒

や卒業生，地域の企業や大学などとの連携を広げていく。 

４４  研研究究開開発発ののテテーーママのの内内容容  

① 地域への理数系教育のネットワーク拡大 

→ 地域交流の拡大を目指して連携方法の研究開発 

② 地域の理解と「研究マップ」の作成 

  → 過去研究の検索データベースの作成，および研究の相談相手・地域の科学人材の発掘 

③ 部活動におけるデータサイエンスの活用 

 → 数値データを利用することで身近な生活や部活動にも効率化や新しい発見があることを知

るきっかけの創出 

④ ICT 等を利用した主体的な取組 

  → １つの実験に対して複数の手法でデータをとることで，より精緻な研究となることを知り，

様々な ICT 機器の活用により研究の幅を広げる 

⑤ 客観的な評価方法と方略の実践 

→ 生徒のメタ認知を生む評価により、研究意欲と研究の質の向上に寄与できる評価方法の開

発と実践 
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8 6 木 SSH 生徒研究発表会（神戸）       該当研究 生徒投票賞受賞 

9 20 土 ２年生グループ課題研究発表会【主催：韮崎高校 SSH】 〇 〇 〇   
2 年生が主役となり行われる最初のイベント。

諏訪清陵高校を招待して実施 

9 29 日 JSEC2025 第 23 回高校生・高専生科学技術チャレンジ 〇     

9 30 月 
第１6 回  「坊っちゃん科学賞」研究論文コンテスト 

 【主催：東京理科大学】 
      希望者 

３研究がエントリーし佳作受賞 

9 30 月 日本ストックホルム青少年水大賞 〇    論文審査 

10 4 土 清陵サミット 【主催：諏訪清陵高校】 〇   希望者   ９研究が参加，午前午後の両イベント 

10 23 水 第２３回 山梨科学アカデミー児童・生徒科学賞       希望者 山梨科学アカデミー生徒科学賞受賞 

10 29 水 
山梨県高等学校芸術文化祭   社会科学研究発表大会 

 【主催：山梨県高等学校教育研究会地歴公民部会】  
    文系〇   

  

11 2 日 
山梨県高等学校芸術文化祭  自然科学部門 「生徒の自然

科学研究発表大会」  【主催：山梨県高等学校文化連盟】 
〇   希望者   

物理部門で最優秀賞受賞 

11 23  
集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流全国

大会【主催：ノートルダム清心女子高校】 
〇  希望者  

女子生徒限定の発表会 

12 13 土 
サイエンスキャッスル World  

   【主催：株式会社リバネス教育開発事業部】 
〇    希望者   

優秀ポスター賞（最優秀に次ぐ次点の賞）受賞 

12 13 土 
第１１回「英語による科学研究発表会」【主催：茨城県立緑岡

高校】 
○  希望者  

英語での発表会 

12 20 土 
甲府西高校 課題研究論文中間発表会 

 【主催：甲府西高校】 
    文系〇   

甲府西高発表会で１０研究が発表 

12 19 金 
ガールズサイエンス cafe202４（動画公開）  

 【主催：山梨大学男女共同参画推進室】 
    理系〇   

動画による審査。女子生徒限定の発表会 

1 24 土 
サイエンスフェスタ２０２４   【主催：韮崎高校】 【会場：本

校】 
〇 〇 〇   

本校を会場に実施 

1 31 土 東京大学天文学研修【星の教室】【主催：松商学園】   希望者   

2 7 土 
東京都立戸山高校探究シンポジウム（TSS) 【主催：戸山高

校】 
希望者       

７研究が参加。うち３研究は英語でプレゼンし

た 

2 17 水 
探究シンポジウム  【主催：Glocal Academy】【会場：鹿

児島県宝山ホール】 
      希望者 

スライド発表申し込み 415 タイトルがエントリー

するなか，2 研究が発表できることになった 

3 18 火 
NTS（韮崎高校探究シンポジウム） 

【主催：韮崎高校 SSH】 
〇 〇 〇   

  

3 19 木 日川高校研究発表会【主催：山梨県立日川高校】   希望者   

3 28 金 
日本水産学会春季大会「高校生ポスター発表」  【主催：日

本水産学会】 
該当研究       

  

色付きのセルは本校 SSH が主催するイベントであり，該当学年の全研究が発表する。それ以外のイ

ベント・発表会のうち〇が付いたものは，基本的に全研究が参加するものであり，この表からも韮崎

高校の SSH が多くの発表会に参加していることが分かる。例えば，2年生理系の研究で，本校主催の

発表会３回に加え，「ガールズサイエンス Café（山梨大学主催）」に，文系の研究は，本校主催の

発表会３回以外にも，「山梨県芸術文化祭社会科学部門（山梨県地歴部会主催）」，「甲府西高校課

題研究論文中間発表会（甲府西高主催），に全研究が参加している。さらに各研究で，個別に参加し

ている発表会もある。このように非常に多くの発表会に参加することでプレゼン力を高めるととも

に，質疑応答を通して研究への疑問や課題を明確にすることができ，「仮説設定，実験・調査，発

表，検証」のサイクルを何周も回すことができ，その結果として，研究の質を高めることができる。

これが，韮崎高校 SSH の特徴である。また，自然科学部が参加するイベントは，SSH の研究にも声を

かけており，機会をとらえてさらに多くの発表会に参加することが可能である。また，昨年度までは

他の SSH 校は諏訪清陵高校の発表会に参加するのみであったが，今年度はノートルダム清心女子高

校，茨城県立緑岡高校，山梨県立日川高校，松商学園高校の発表会・イベントにも参加をし，研究や

活動を通して交流を図るとともに，生徒の科学的素養の可能性を広げた。 
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（３）各種委員会 

月 日 会  議 

6 4 水 SSH 運営指導委員会 

6 6 金 学校運営協議会 

10 24 金 学校運営協議会 

11 5 水 SSH 運営指導委員会 

2 12 木 学校運営協議会 

2 13 金 SSH 運営指導委員会 

 

 

第３章 研究開発の内容 
 

① ＜地域への理数系教育のネットワーク形成＞ 

（ア）目的，仮説との関係，期待される成果 

目的： 地域交流の拡大に伴う連携方法の研究開発をすることで，地域の理数系教育を充実すると

ともに生徒の科学への意識の変容を促す。 

３つのネットワーク形成を目指し，その過程を通して，地域の子どもたちの理数への興味関心

の拡充に貢献する。 

期待される成果：ネットワークが形成されることにより，①地域の小中高の理数系教員のネット

ワーク形成，②地域の小学生，中学生のための科学の学びのための機会創設，③高校生によ

る研究の交流の場としてのネットワーク形成が促され，各行事への参加者や実施回数が多く

なることで，SSHの活動の様子がより拡散され，「SSHの活動内容を他校と比較して」「小学校

や中学校時代に本校 SSHの行事を体験して」といった理由で本校を選ぶ生徒が多くなったり，

自然科学系 3部の部員数，普通科の生徒が 2年進級時に SSH選択希望する数が増加したりす

る要因となることが考えられる。 

（イ）内容 

・中学校教員，中学校生徒を招待する行事を実施し連携方法の研究開発 

・「科学きらきら祭り」における小学校との連携方法の研究開発 

・「サイエンスレクチャー」における中学校との連携方法の研究開発 

・小学校科学系クラブの授業への参加による交流と異校種教員との情報交換 

  （ウ）実施方法 

 実施方法 

地域の理数系教員

との情報交換会 

（R6 年 7 月，R7 年

12 月実施） 

・近隣の中学校教諭を対象に申込制で募集する。 

・本校の SSHの成果や活動を伝える機会，および，中学校と高校の教諭

同士で課題を共有する。 

SSH サイエンス 

レクチャー  

（5 月中旬） 

 

・近隣の中学生を対象に申し込み制で募集する。 

・本校の教員が講師となり，SSH生徒（１～３年）が中学生のサポート 

をする。 

・参加者は，受付後は指定された分野の授業を受ける。 

企業見学 ・地元にある世界に通用する企業の見学を通して，地域理解や将来，地

元での就職が選択肢となるように働きかける。 

SSH 科学きらきら

祭り（10 月初旬） 

・地域や近隣の小学生，保護者を対象に申し込み制で募集する。 

・SSH生徒（１・２年）が 11のテーマで各ブースに分かれ指導する。 

・参加者は，受付後は時間制限も設けず，好きなブースで指導を受ける。 

 

8 6 木 SSH 生徒研究発表会（神戸）       該当研究 生徒投票賞受賞 

9 20 土 ２年生グループ課題研究発表会【主催：韮崎高校 SSH】 〇 〇 〇   
2 年生が主役となり行われる最初のイベント。

諏訪清陵高校を招待して実施 

9 29 日 JSEC2025 第 23 回高校生・高専生科学技術チャレンジ 〇     

9 30 月 
第１6 回  「坊っちゃん科学賞」研究論文コンテスト 

 【主催：東京理科大学】 
      希望者 

３研究がエントリーし佳作受賞 

9 30 月 日本ストックホルム青少年水大賞 〇    論文審査 

10 4 土 清陵サミット 【主催：諏訪清陵高校】 〇   希望者   ９研究が参加，午前午後の両イベント 

10 23 水 第２３回 山梨科学アカデミー児童・生徒科学賞       希望者 山梨科学アカデミー生徒科学賞受賞 

10 29 水 
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 【主催：山梨県高等学校教育研究会地歴公民部会】  
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集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流全国
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校，茨城県立緑岡高校，山梨県立日川高校，松商学園高校の発表会・イベントにも参加をし，研究や

活動を通して交流を図るとともに，生徒の科学的素養の可能性を広げた。 
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  （エ）検証評価方法：生徒のレポート，参加者および指導者のアンケート 

 

② ＜地域の理解と「研究マップ」の作成＞ 

（ア）目的，仮説との関係，期待される成果 

目的：課題研究などを通じて地域を知り，地域が有する科学技術の教材化研究をすることで地域

の特性を理解した上で，研究を深めることができる。 

    期待される成果：過去の研究を検索できるデータベースの作成，および，研究の相談相手・

地域の科学人材の発掘をすることで，過去の研究テーマや方法を引き継ぐ研究および

地元を対象とした研究が出現する。研究テーマを決めるまでの時間短縮により，研究

そのものにかけられる時間が確保されることによる研究の深化。 

（イ）内容 

・本校ホームページ上に「研究マップ」を掲載 

・関係する企業や大学との連携を通した専門的な知識の学習 

 （ウ）実施方法 

 （エ）検証評価方法：生徒のレポート，プレゼンテーション資料，発表会の評価表，OPPAシート 

 

③ ＜部活動におけるデータサイエンスの活用＞ 

（ア）目的，仮説との関係，期待される成果 

目的：部活動の強化をするためにデータを収集し，チーム状況を把握した上で，試合で有利とな

る状況の分析をすることにより，分析の技術と知識を習得できる。 

  期待される成果：数値データを利用することで身近な生活や部活動にも効率化や新しい発見があ

ることを知るきっかけの創出。また，データの収集方法や分析方法の習得。「総合的な探究の

時間」の課題研究で「部活動におけるデータサイエンス」をテーマとしたグループの増加。 

（イ）内容 

・大学と連携して，データの収集方法と分析方法を習得する 

 （ウ）実施方法 

 実施内容 

大学との連携 ・「データサイエンス」「スポーツの科学」の講義の実施 

・データの収集方法を習得 

スカラーⅡ 

「メソド統計」 

・本校教員による「データサイエンス」の講義の実施 

 （エ）検証評価方法：生徒の成果物，生徒のレポート，OPPAシート 

 

④ ＜ICT等を利用した主体的な取組＞ 

（ア）目的，仮説との関係，期待される成果 

目的：教材の電子化による情報公開と成果物の共有化をすることで，授業の改善につなげ，生徒

出前講座 

 

・小学校のクラブ活動の時間に合わせて SSH生徒７～８人が指導する。 

・SSH生徒は，司会進行 1人，残りは各グループに 1人生徒が対応する。 

・相手校の教員と情報交換をすることで地域の科学教育のサポートの参 

考にする。 

 実施内容 

研究マップ 過去の本校 SSH の研究テーマについて，エクセルで一覧を作り，キーワ

ードで検索できるようにする。 

研究対象の紹介 

SSH１年生（前期） 

・研究マップ利用の推奨。 

・地域の「自然環境」「産業」「歴史」等に焦点を置くことを推奨 
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の知的好奇心や意欲を高める。 

  期待される成果：１つの実験に対して複数の手法でデータをとることで，より精緻な研究となるこ

とを知る。様々な ICT 機器の活用により研究の幅を広げる。さらに，生徒の主体性の向上にもつ

なげる。 

（イ）内容 

・Teams を利用して情報の収集，共有を円滑化する。 

・本校が所有する ICT 機材を積極的に活用するようになる。 

 （ウ）実施方法 

  実施内容 

Teams の利用の充

実 

・Teams を利用して課題を事前に配信する 

・配信された教材に，指示に従いながら取り組む 

・取り組んだ成果物とアンケートなどを返信する 
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第４章 校内における SSHの組織的推進体制 

①校務分掌（組織図等の記載を含む。） 

 

②組織運営の方法 

・運営指導委員会 

  SSH事業の運営について専門的な見地より指導・助言を行っている。 

・SSH 企画運営委員会 

  主な SSH事業の運営に関し，その全体計画立案，実施及び評価等について 

審議する。 

教頭と SSH担当，企画研究主任以外に各教科の代表者で構成し，事業内容 

や役割分担が全教員に周知徹底されるように構成されている。 

・SSH サイエンス振興係 

  SSH事業の全運営に関し計画を立案し，実施及び評価等を作成し SSH企画 

運営委員会に提案する。 

 
 
≪令和７年度 山梨県立韮崎高等学校 SSH 運営指導委員≫ 
功刀 能文  山梨科学アカデミー常任理事 功刀技術士事務所所長 
山根  兵  山梨大学 名誉教授 
輿水 達司  山梨県立大学 特任教授 
森石 恆司  山梨大学医学部 教授 
佃  俊明  山梨大学教育学部 教授 
堀川  薫  韮崎市教育長 
丸茂  宏   ㈱ミラプロ技術本部 部長 

(協力) 

 
SSH 企画運営委員会 

科学技術振興機構 JST 

学校評議員会 

大学・研究機関・民間企業 

PTA・同窓会 

生徒による SSH 活動 
(自己評価) 

(連携) 

（生徒による評価） 

教頭 

学年会議 教科会議 

研究委員会 校内分掌組織 学 年 教 科

山梨県教育員会 
SSH 運営指導委員会 

文部科学省 

校長 

運営委員会 

(支援・指導助言・評価) 

職員会議 

研究係 

(支援・指導助言・評価) 

（企画立案・運営） 

(内部評価) (内部評価) 

(内部評価) (内部評価) 

(支援・指導助言・評価) 

地 

域 

理 

数 

教 

育 

推 

進 

連 

絡 

協 

議 

会 

(連携) 

(支援) 

(外部評価) 

（企画立案・運営） 
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第５章 SSH 中間評価において指摘を受けた事項のこれ

までの改善・対応状況 
 

１１．．  研研究究開開発発計計画画のの進進捗捗とと管管理理体体制制，，成成果果のの分分析析にに関関すす

るる評評価価  ににつついいてて  

指摘された内容①：申請時の開発計画では全校生徒対象

であったが，文理科生徒と普通科希望者に対象が変更さ

れており，学校全体で推し進めているSSH事業とは言え

ないため，改善が必要である。  

【これまでの改善・対応状況】 

 本校のSSH事業は，学校全体で推進を目指している取

組だが，これまでその趣旨が十分に共有されておらず，

生徒だけでなく教員の間にも異なる認識が生じている状

況があった。この背景には，普通科の探究活動を「総合

的な探究の時間」，文理科の探究活動を「スカラー」と呼

称していた経緯があり，その結果として「文理科や，希

望する一部の生徒のみがSSHに関わっている」という理

解が広がってしまったことが挙げられる。このような認

識のずれを解消し，SSH事業の本来の目的を正しく共有

するために，職員研修をはじめ，職員会議等の場でSSH

の内容や方向性について継続的に説明を行ってきた。ま

た，SSH事業と学校行事の区別があいまいであったこと

も，認識のずれが生じた要因の一つであった。そこで，

以下の2点について名称変更を実施したうえで，事業の

全校的な広がりを明確に示すよう取り組んだ。 

（１）普通科の「総合的な探究の時間」の名称を「スカ

ラーα」とする（R8年度より実施）。 

名称変更とともに，今まで「スカラー」で実施してき

たノウハウを最大限活用し，探究活動がよりスムーズに

行えるように計画している。R8年度は日程的に厳し

く，一時的に「スカラーα」の名称を使用したが，R9

年度からは，さらに体系化していくことを視野に入れて

いる。 

（２）SSH主催の行事には名称にSSHを付ける 

例）・サイエンス講演会⇒SSHサイエンス講演会 

・教養の科学⇒SSH学習講座「教養の科学」 

本校の様々な活動がSSHの目的達成のために実施され

ていることの認識が全校にひろがるはずである。 

 

指摘された内容②：SSH事業が校長のマネージメントに

基づき全校体制で推し進められていると自己評価してい

るが，教職員意識調査では全校で取り組んでいるという

回答が約半数であり，改善が必要である。 

【これまでの改善・対応状況】 

前述の取組を含め，本校の事業を振り返り，改めて

「SSHの活動は全校体制で取り組んでいる」と思うかの

アンケートを実施した。前回（R5年度）のSSH研究開発

実施報告書の結果と比較したものは以下の通りである。

 

 

R5年度は全校で取り組んでいるという回答が54％であ

ったが，R7年度（今回）は86%以上となった。一方で，

思わないという回答も6.9%おり，今後，さらなる改善が

必要であることが確認できた。 

 

指摘された内容③：成果の分析について，生徒の主観の

みで行われているため，資質・能力の育成がされている

かについて，客観的に評価できるよう改善が必要であ

る。 

【これまでの改善・対応状況】 

（１）R7年度は，普通科の課題研究の発表会では，各部

屋２名ずつ教員を配置して，研究を評価した。 

（２）R8年度より非認知能力の客観評価のためにIGS株

式会社の作成している「AiGROW」を導入し，生徒の変容

を客観的に捉える予定でいる。 

 

２２．．教教育育内内容容，，指指導導体体制制等等にに関関すするる評評価価    

指摘された内容①：自己評価の項目「主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善が図られているかどう

か」について，評価結果が示されず改善が必要である。  

指摘された内容②：SS英語・数学・理科，教科書の範囲

を超えた実験も扱うSS物理・化学・生物等で教育課程が

編成されているが，生徒の主体的・対話的で深い学びの

授業となっているか検証が必要である。 

【これまでの改善・対応状況】 

・R8年度に「AiGROW」と並行して，授業アンケートを行

い，その2つの結果から多角的に評価することとした。

試行としてR7年度末に1年文理科を対象に記述式で授

業アンケートを実施した。 

以下は，質問と回答の一部抜粋である。 

質質問問③③：：上上記記のの実実験験やや授授業業ははどどののよよううななここととをを考考ええるるここ

ととをを求求めめらられれままししたたかか。。  

回答１：どのように，どんな比で中和するのか，実験結

果の誤差がどうして生まれたのかを考えること。 

第４章 校内における SSHの組織的推進体制 

①校務分掌（組織図等の記載を含む。） 

 

②組織運営の方法 

・運営指導委員会 

  SSH事業の運営について専門的な見地より指導・助言を行っている。 

・SSH企画運営委員会 

  主な SSH 事業の運営に関し，その全体計画立案，実施及び評価等について 

審議する。 

教頭と SSH担当，企画研究主任以外に各教科の代表者で構成し，事業内容 

や役割分担が全教員に周知徹底されるように構成されている。 

・SSHサイエンス振興係 

  SSH事業の全運営に関し計画を立案し，実施及び評価等を作成し SSH企画 

運営委員会に提案する。 

 
 
≪令和７年度 山梨県立韮崎高等学校 SSH 運営指導委員≫ 
功刀 能文  山梨科学アカデミー常任理事 功刀技術士事務所所長 
山根  兵  山梨大学 名誉教授 
輿水 達司  山梨県立大学 特任教授 
森石 恆司  山梨大学医学部 教授 
佃  俊明  山梨大学教育学部 教授 
堀川  薫  韮崎市教育長 
丸茂  宏   ㈱ミラプロ技術本部 部長 

(協力) 

 
SSH 企画運営委員会 

科学技術振興機構 JST 

学校評議員会 

大学・研究機関・民間企業 

PTA・同窓会 

生徒による SSH 活動 
(自己評価) 

(連携) 

（生徒による評価） 

教頭 

学年会議 教科会議 

研究委員会 校内分掌組織 学 年 教 科

山梨県教育員会 
SSH 運営指導委員会 

文部科学省 

校長 

運営委員会 

(支援・指導助言・評価) 

職員会議 

研究係 

(支援・指導助言・評価) 

（企画立案・運営） 

(内部評価) (内部評価) 

(内部評価) (内部評価) 

(支援・指導助言・評価) 

地 

域 

理 

数 

教 

育 

推 

進 

連 

絡 

協 

議 

会 

(連携) 

(支援) 

(外部評価) 

（企画立案・運営） 
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回答２：教えてもらったことから不思議に思ったことで

自分で理論的な仮説を考えたり，少し難しい話をして

いても理解しようとして，どんなところがわからなか

ったのか考えたりすること。 

回答３：どの微生物が強くて，どの微生物が弱いかを考

えながら，培地に塗らないといけない。写真で見るか

ら大きいのであって，実際の大きさを考えなければい

けない。普段の生活で微生物がどのように役立ってい

るのか考えさせられた。 

質質問問④④：：上上記記のの実実験験やや授授業業でではは自自身身のの考考ええをを述述べべたたりり，，

他他者者のの考考ええをを聞聞くく場場面面ははあありりままししたたかか？？  

回答１：実験結果に誤差があり，どうしてその誤差が生

まれたのかグループで議論した。 

回答２：自分との意見を照らし合わせより深く考えるこ

とが出来た。 

回答３：ここから菌をとる理由など共有し合いました。 

質質問問⑤⑤：：他他者者のの意意見見をを聞聞いいてて自自身身のの考考ええやや理理解解のの度度合合いい

はは変変化化ししままししたたかか。。ままたた，，どどののよよううにに自自分分のの考考ええやや理理

解解のの度度合合いいがが変変化化ししままししたたかか。。  

回答１：他者の意見を聞くうちに，中和滴定の仕組みを

自分の中で正確に理解することができた。結局は初め

に用意した溶液がしっかり測りとれていなかったので

はないかを仮説を立てることができた。 

回答２：自分では思いつかないような質問をしてくれた

おかげで理解が深められた。 

回答３：考え方が違う人の考えを聞き，そのほうがより

問題に適していると感じた。 

 

指摘された内容③：ルーブリック評価を用いているとの

ことだが，その妥当性について，有識者も交えて検討す

ることが必要である。 

【これまでの改善・対応状況】 

・R6 年度まで使用していたルーブリックを元に山梨大学

教の教育学系の教授に相談にのっていただき，新たなルー

ブリックを作成した。ルーブリック修正に際し，高校だけ

でなく，大学や企業のルーブリックも参考とした。 

参考にしたルーブリックは以下の通りである。 

高校作成資料「熊本県立熊本北高等学校」，「愛知県立一宮

高校」，大学作成資料「関西大学」，「法政大学 教育開発支

援機構」，「龍谷大学」，企業作成資料「アチーブメントHR

ソリューションズ」，「Just School」 

教員が生徒の発表を聞きながら評価しやすい様に，評価

項目を４つに抑えた。R7年度１月の本校主催の発表会「サ

イエンスフェスタ（R8.1.24）」から試用し，その結果をも

とに修正したものをホームページに掲載した。また，R8年

度の活用を通してさらに改善・修正を加えたものをR8年

度末に再度，ホームページに掲載する予定である。 

 

３３．．外外部部連連携携・・国国際際性性・・部部活活動動等等のの取取組組にに関関すするる評評価価    

指摘された内容：① 地元と連携した研究を深化させた

り，研修を実施していることは，評価できる。 

【これまでの改善・対応状況】 

外部連携として新たに，部活動で行っている「甘利山さ

わら池」の研究成果をもとに小学校・中学校・高校の授業

で使える教材の開発を目指すプロジェクトを立ち上げた。

地学・生物学・教育学の専門家，および学生と連携して，

最終的には高校だけでなく，小学校や中学校でも使える教

材作りを目指している。地学の連携相手は，信州大学理学

部吉田孝紀教授，生物学の連携相手は，信州大学繊維学部

の学部２年生（本校卒業生），彼らと連携をとりながら「甘

利山さわら池」の研究を深め，その成果を基に，教育学の

連携相手である，山梨大学大学院総合研究部教育学域の東

海林麗香教授と協力しながら，教材を作成する。なお，東

海林先生は教職大学院所属であり，地元山梨の様々な校種

の教諭と交流があることから，授業案の実践を依頼するこ

とが容易であると考えられる。 

この他，地元と連携ができそうな研究と連携案は以下の

通りである。 

「山林火災に窒素消火剤を活用」･･･防災，消防署等との

連携が考えられる。 

「新しいコンクリートの開発」･･･山梨大学工学部との連

携が考えらえる。 

 

指摘された内容②：大学教員によるスカラーI・Ⅱ，アド

バンス講座，大学・企業と連携した科学研修を施してい

ることは，評価できる。ただし，SSH対象生徒に限られ

ているため，普通科の生徒もスカラーIを受講できるよ

うにすることを期待する。 

【これまでの改善・対応状況】 

・R8年度より，普通科における「総合的な探究の時

間」を「スカラーα」へと改称し，課題研究活動の一層

の充実を図ることとした。その準備期間として位置づけ

られるR7年度においては，2年生を対象に，校内発表

会を2回に増設するとともに，校外で実施される発表会

への積極的な参加を促進した（R8年3月開催の探究コ

ンペディション及び山梨県高校生探究発表大会へ複数の
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課題研究が参加）。また，校内発表会には他校の課題研

究を招聘し，校内外の課題研究に関する交流を図った。 

・R7年度から，科学研修は全校生徒に希望をとり，参

加できる様にした。実際に，関西科学研修（2年），山

梨大学実験研修（1・2年）については，どちらも普通

科生徒の参加があった。 

 

４４．．成成果果のの普普及及等等にに関関すするる評評価価  

指摘された内容①：教育委員会と共同して，SSHの取組

状況を普及していることは評価できる。今後はHPを更に

活用して，成果の普及に関する取組を積極的に行うこと

を期待する。 

【これまでの改善・対応状況】 

・R6 年 12月より SSH通信を再開し，月１回の頻度で HP

に掲載している。この通信はHPに掲載する以外に，R7年

7月に近隣の中学校を訪問した際には中学生および中学校

教員用に印刷物を配布もした。 

・イベント開催時，地域教育情報誌「中北．com」や，韮

崎市の情報誌「韮崎ジャーナル」への取材依頼をし，R7

年11月に行った地元小学校への科学教室が掲載された。 

・地元の小学校・中学校の理数系教員との連携につい

て，R6年度は「甲斐市韮崎市北杜市の理数系教員の座談

会in韮高」と銘打ち，情報交換会をする場を設定し，地

域の中学生の理数系科目での困りごとや課題研究での活

動について話し合った。また，R7年度は，昨年度にでき

た繋がりを元に，山梨大学教職大学院の東海林麗香先生

にファシリテーター役を依頼し，地元の中学校教員との

話をする場を設けた。高校生が中学生向けに課題研究の

取組を伝えたり，「科学の甲子園ジュニア」のための勉強

会をR8年度に実施する約束がなされた。 

・研究活動の一層の活性化を図るため，これまで自然科

学部内において共有されてきた「研究の進め方」及び

「研究倫理」について，改めて説明資料（スライド）と

して整理し，研究初学者となる部員に対して説明及び指

導を行った。なお，当該資料についてはさらに修正を加

えた上で，次年度1・2年生全員を対象とするオリエンテ

ーションにおいて活用する予定である。 

 

指摘された内容②：自校で開発した教材やノウハウが，

他校において活用されているかについて把握することが

必要である。 

【これまでの改善・対応状況】 

・本校の元教員が異動先で活用をした事例を確認した。以

下，事例の一部を掲載する。 

（１）山梨県立甲府城西高等学校での活用事例 

[ア]授業で行う実験のために参考とされた事例 

・実験のために新たに蒸留水製造装置を購入した。 

・ピペットマン（GILSON）を購入し，実験準備の効率が大

幅アップして連続した時間でも実験ができるようになっ

た。 

（２）山梨県立甲府第一高等学校での活用事例 

[ア]探究活動において活用されている事例 

・探究のプロセス：課題設定⇒仮説の設定⇒仮説の検証方

法⇒仮説の検証⇒結果の考察⇒議論 で一周りのスパイ

ラルとする流れを参考としている。 

・グループ課題研究の流れ：R7年度の当初に韮崎高校の探

究の進め方を例示して年間の活動を生徒に示した。実際に

1 年間，その流れで課題研究の進を進め，1 月の発表会で

大成功をしたと連絡があった。 

[イ]R8 年度に SSH採択のための申請の中で，本校 SSHの

活動のうち以下のものを参考にして申請をしたと連絡が

あった。以下は採択された場合，活用する予定であると連

絡があった内容である。 

・研究シート（本校HPに掲載している教材の１つ） 

・統計的分析の教材 課題研究の妥当性や結果の信頼性

を担保するため 

 ⅰ）データの数値化 

 ⅱ）データの統計的分析（検定などによる信頼性の担保）

の手法を学び，取り入れる。 

・科学研修（鹿児島科学研修，関西科学研修）等の研修先。 

・夏休みに行っている山梨大学での実験研修 

・大学の教員による講義の前に，所属校教員による準備講

座を行う流れ 

・購入する一般的な実験機器（本校の備品を参考にして購

入品目を決めるとのこと） 

 

５５．．管管理理機機関関のの取取組組とと管管理理体体制制にに関関すするる評評価価  

指摘された内容①：非常勤講師の配当やSSH主担当者へ

の配慮等SSH指定校への人的支援は，評価できる。 

指摘された内容②：山梨県のHPにSSHの取組状況を掲載

し，県内の中高生のみならず，県民の方々にSSHの活動

を広く周知していることは，評価できる。今後も学校と

連携して，常に新しい内容が掲載できることを期待す

る。 

山梨県教育委員会に引き続き，支援を依頼する。 
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令和７年度山梨県立韮崎高等学校 SSH 第１回運営指導委員会 

  日 時 令和７年６月４日（水） 

  会 場 韮崎高校 図書室 

  参加者 山根 兵   山梨大学 名誉教授 

      輿水 達司  山梨県立大学 客員教授 

      森石 恆司  山梨大学大学院総合研究部 教授 

      佃 俊明   山梨大学教育学部 教授 

      丸茂 宏   (株)ミラプロ技術本部 部長 

   議 事（１）令和７年度事業計画（事務局） 

（２）令和７年度予算案（事務局） 

      （３）第Ⅲ期の進捗状況（事務局） 

（４）質疑応答及び指導助言   

（５）その他 

１ 開会  

２ 議事  

（４）質疑応答及び指導助言 

委員 A：予算が高額な事業については，他の案も検討する必要がある。また，消耗品費の比重を高

める方向も検討してほしい。 

主 任：今後は，関東圏にある科学施設での研修案なども含めて検討していく。 

委員 B：探究の時間の評価方法については，教育課程委員会での検討内容を具体的に示すこと。前

年度の論文集では，知識面や論理的思考力に関する記述が不足していた。文章・アブスト

ラクトの添削や，実験方法の明確化が必要である。 

委員 C：学力向上の取り組みは一定の成果が見られるが，より高度な研究活動を行う上では課題も

残る。サイエンスレクチャーに地学分野を追加することで内容の多様化が期待できる。韮

崎高校は断層などが近く，地学・生物分野の研究に適した環境であるため，地域特性を生

かした研究展開を望む。また，探究活動では他地域との比較という視点も重要である。 

委員 D：他校との交流に加え，大学院や企業などに成果を評価されるような成功体験があると，生

徒の主体性向上につながる。社会貢献を実感できる経験を得られるような取り組みを検討

すべきである。 

委員 E：サイエンスジムには多くの OB が来訪している。今後は OB ネットワークを活用すること

が有効である。 

委員 A：最終成果物は論文であるため，科学雑誌の論文形式を確認しながら進めてほしい。オープ

ンアクセス論文も参照できるため，積極的な活用を視野に入れてほしい。論文投稿を通じ

て査読を受けることも有効である。生成 AI は英訳などに活用できるが，日本語原稿を丁

寧に整えることが前提となる。論文審査では，グラフとアブストラクトの整合性が重視さ

れるため，成果物の英語化も重要である。 

主 任：アブストラクトだけでなく，グラフ等についても英語表記を進めていく。 
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令和７年度山梨県立韮崎高等学校 SSH 第２回運営指導委員会 

  日 時 令和７年１１月５日（水） 

  会 場 韮崎高校 視聴覚室 

  参加者 山根 兵   山梨大学 名誉教授 

      輿水 達司  山梨県立大学 客員教授 

  議 事 （１）SSH に関する今年度の取り組み（事務局） 

（２）中間評価で指摘された内容についての対応 

（３）次期申請の方向性について 

（４）質疑応答及び指導助言 

（５）その他 

１ 開会  

２ 議事 

委員 A：発表会で質問に答えられない生徒がいたが，評価の基準を明確に示すとともに，生徒に何

を期待するのかを整理し指導に反映すべきである。 

委員 B：校外発表会では全校規模の取組を強みにしたいが，地域に根差した新たな研究テーマを 2

つほど見いだすのはどうか。 

主 任：現在研究中の「甘利山のさわら池調査」だが，確かに 10月 3日付けでは生物と文献だけで

あったが，池の泥を採取するようになった。最終的にはさわら池は埋まってしまい，その

結果土砂災害が起きる危険性があることを結論として考えている。泥を比較しながら，急

激に埋まっているという証拠を集めていきたい。また，さわら池は堤防として利用されて

いたのではないかと結論づけると様々な証拠を集められると期待している。 

委員 A：さわら池をボーリングで掘ると層状に溜まっている。１年間で何ミリ土が埋まったかにつ

いて調べることができる。さわら池と隣の池のみを比較してさわら池が埋まるという結論

を出すのは粗いやり方ではないか。５年前，韮崎高校を意識した研究提案を提出した。山

梨県西側は土砂災害が多く，富士川砂防事務所と連携し，甘利山の災害要因が地層だけで

なく明治〜大正期の過度な伐採など生活面にもあることを確認した。100 年以上の防災の

取組はドイツ博物館にも資料があり，これらを踏まえた調査を進め，市長の行政的視点も

整理する内容であった。また，大村先生の美術館隣の温泉は断層沿いに分布し，同先生は

地層のボーリング（地質調査用の掘削）資料を保有している可能性がある。学生がインタ

ビューし，景観の理由を断層と結び付けてまとめることで早期に成果が得られる。多角的

な視点で取り組むべき。 

主 任：貴重なヒントをありがとうございます。視点を増やしながら進めていきたい。 

委員 B：教職員の意識の改善について。 具体的にどのような内容を行ったのか。 

主 任：学校で SSH はそもそもなにか。SSH に関する行事がどのようなものがあるかを説明して，

韮崎高校の至る所で SSH に関する取り組みを行っていることを周知した。 

委員 B：ぜひ，生徒の科学的な要素を育て，進め，レベルアップを図る等ができると思う。外国語に

よる研究発表会の実施について，準備手順が未整理である点が指摘できる。英語をどのよ

令和７年度山梨県立韮崎高等学校 SSH 第１回運営指導委員会 

  日 時 令和７年６月４日（水） 

  会 場 韮崎高校 図書室 

  参加者 山根 兵   山梨大学 名誉教授 

      輿水 達司  山梨県立大学 客員教授 

      森石 恆司  山梨大学大学院総合研究部 教授 

      佃 俊明   山梨大学教育学部 教授 

      丸茂 宏   (株)ミラプロ技術本部 部長 

   議 事（１）令和７年度事業計画（事務局） 

（２）令和７年度予算案（事務局） 

      （３）第Ⅲ期の進捗状況（事務局） 

（４）質疑応答及び指導助言   

（５）その他 

１ 開会  

２ 議事  

（４）質疑応答及び指導助言 

委員 A：予算が高額な事業については，他の案も検討する必要がある。また，消耗品費の比重を高

める方向も検討してほしい。 

主 任：今後は，関東圏にある科学施設での研修案なども含めて検討していく。 

委員 B：探究の時間の評価方法については，教育課程委員会での検討内容を具体的に示すこと。前

年度の論文集では，知識面や論理的思考力に関する記述が不足していた。文章・アブスト

ラクトの添削や，実験方法の明確化が必要である。 

委員 C：学力向上の取り組みは一定の成果が見られるが，より高度な研究活動を行う上では課題も

残る。サイエンスレクチャーに地学分野を追加することで内容の多様化が期待できる。韮

崎高校は断層などが近く，地学・生物分野の研究に適した環境であるため，地域特性を生

かした研究展開を望む。また，探究活動では他地域との比較という視点も重要である。 

委員 D：他校との交流に加え，大学院や企業などに成果を評価されるような成功体験があると，生

徒の主体性向上につながる。社会貢献を実感できる経験を得られるような取り組みを検討

すべきである。 

委員 E：サイエンスジムには多くの OB が来訪している。今後は OB ネットワークを活用すること

が有効である。 

委員 A：最終成果物は論文であるため，科学雑誌の論文形式を確認しながら進めてほしい。オープ

ンアクセス論文も参照できるため，積極的な活用を視野に入れてほしい。論文投稿を通じ

て査読を受けることも有効である。生成 AI は英訳などに活用できるが，日本語原稿を丁

寧に整えることが前提となる。論文審査では，グラフとアブストラクトの整合性が重視さ

れるため，成果物の英語化も重要である。 

主 任：アブストラクトだけでなく，グラフ等についても英語表記を進めていく。 
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うに生徒へ浸透させ，発表可能な力を育成するか具体策を示す必要がある。新たな取組に

は時間・労力・費用が伴うため，実現性を踏まえた計画策定が必要である。 

 

令和７年度山梨県立韮崎高等学校 SSH 第３回運営指導委員会 

  日 時 令和８年２月１３日（金） 

  会 場 韮崎高校 視聴覚室 

  参加者 輿水 達司  山梨県立大学 客員教授 

森石 恆司  山梨大学大学院総合研究部 教授 

      佃 俊明   山梨大学教育学部 教授 

堀川 薫   韮崎市教育長 

丸茂 宏   (株)ミラプロ技術本部 部長   

   議 事（１）中間評価で指摘された内容についての対応 

 （２）SSH に関する今年度の取り組み 

      （３）次期申請に向けての方向性について 

 （４）質疑応答及び指導助言 

 （５）その他 

１ 開会  

２ 議事  

（４）質疑応答及び指導助言 

委員 A：活用事例の具体的な活用状況について。 

主 任：甲府城西高校をはじめ複数校で本校の実践が参考事例として採用され，前回指摘された項

目への改善が進んだため一定の評価が期待できる。 

委員 B：SSH 本来の目的である研究者育成の魅力を損なわないよう，5〜10 年後の生徒の成長につ

ながる教育活動を重視してほしい。 

委員 C：校外発表会の増加に伴う生徒・教員の負担，SSH 業務の偏りについて懸念が示された。ま

た，次期申請の課題研究のテーマ文について，重点が「科学」か「人材」か曖昧であり，表

現の見直しについても検討してはどうか。 

委員 D：校外発表会での入賞が増えている点は成果として評価できること，「研究の面白さを体験す

る」環境づくりが重要である。 

委員 E：英語発表では議論が深まりにくい場面があるのではないか，地域性を重視したテーマ設定

が自然科学に偏る場合の他分野への対応についてはどうか。 

主 任：発表者の約 3 分の 1 が英語発表であり，2 年生は全員英語に挑戦していること，生徒の研

究テーマは原則自由であるが地域情報を参考材料として提示している。 

委員 A：言語にかかわらず質問の意図確認を重視する姿勢が重要と指摘し，科学内容を日本語で深

める場面も必要ではないか。 

委員 D：「質問が理解できない」のか「英語で説明できない」のか課題の切り分けが必要である。 
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令令和和 77 年年度度  ググルルーーププ課課題題研研究究テテーーママ一一覧覧  

  

（（11）） SSSSHH  主主対対象象    33 年年 1155 研研究究  ，，22 年年 1155 研研究究  ，，11 年年研研究究  

3 年 課題研究テーマ 2 年 課題研究テーマ 

1 金属に働く制振材の効果 1 サイコロの確率を操作する 
2 マグヌス効果がより現れる形状 2 投資で一生暮らす方法 
3 コアンダ効果の堤防利用 3 災害時にソーラークッカーを活用しよう 
4 炎色反応の継続時間 4 制服のリユースの実現 
5 仕切りを用いた液状化現象対策 5 お歯黒は菌をふせぐのか 

6 
音楽が勉強に及ぼす影響 

6 
水車×効率 
～水受けの枚数が回転数に与える影響～ 

7 シャンプーの泡立ちと塩素の関係 7 ミライを変える糸 
8 地震に負けない家を作れるか 8 優柔不断アイスを作りたい 
9 話すことが苦手な子供向けアプリの開発 9 電子レンジでオーロラを作ろう  
10 マグネットトレイン 10 睡眠の質と音楽の関係性 
11 植物の発芽率の向上について 11 日焼け止めの研究Ⅱ 

12 
酵母による発酵 

12 
コケの成長と利用 
～植物ホルモンによる成長促進～ 

13 振動発電を身近に 13 穴の形を変えると吸音効果に違いは出るか 
14 韮崎市の発展のために必要なこと 14 山梨県内の公共交通機関 
15 SNS ってどのくらい悪影響なのか   

1 年 課題研究テーマ 1 年 課題研究テーマ 

1 
マイクロプラスチックの研究 

6 
けがが起こらない階段を作るための 
物理的安全性 

2 地球温暖化と土壌の関係 7 仕切りによる液状化現象 

3 
マイクロプラスチックの 
植物成長への影響 

8 
アルミの反射板の形状・位置がWi-Fiの 
受診強度と速度に与える影響 

4 藻類(ミドリムシ)の増幅条件最適化 9 話すことが苦手な子供のためのアプリ開発 

5 高校生の勉強と睡眠の質の関係性 10 
AI による、日記データを用いた個人分析の
有効性と限界の検証 

  

（（22）） 自自然然科科学学部部 SSSSHH    66 研研究究  

2 年 課題研究テーマ   1 年 課題研究テーマ   

1 炎色反応 4 プラスチックを利用したコンクリートの開発 

2 
甘利山さわら池の調査  ～インタビューと資

料、地質調査から湿性遷移の進行を探る～ 
5 窒素消火剤を山林火災に活用 

3 食塩に含まれるマイクロプラスチック 6 荒川の水質調査 

 

うに生徒へ浸透させ，発表可能な力を育成するか具体策を示す必要がある。新たな取組に

は時間・労力・費用が伴うため，実現性を踏まえた計画策定が必要である。 

 

令和７年度山梨県立韮崎高等学校 SSH 第３回運営指導委員会 

  日 時 令和８年２月１３日（金） 

  会 場 韮崎高校 視聴覚室 

  参加者 輿水 達司  山梨県立大学 客員教授 

森石 恆司  山梨大学大学院総合研究部 教授 

      佃 俊明   山梨大学教育学部 教授 

堀川 薫   韮崎市教育長 

丸茂 宏   (株)ミラプロ技術本部 部長   

   議 事（１）中間評価で指摘された内容についての対応 

 （２）SSH に関する今年度の取り組み 

      （３）次期申請に向けての方向性について 

 （４）質疑応答及び指導助言 

 （５）その他 

１ 開会  

２ 議事  

（４）質疑応答及び指導助言 

委員 A：活用事例の具体的な活用状況について。 

主 任：甲府城西高校をはじめ複数校で本校の実践が参考事例として採用され，前回指摘された項

目への改善が進んだため一定の評価が期待できる。 

委員 B：SSH 本来の目的である研究者育成の魅力を損なわないよう，5〜10 年後の生徒の成長につ

ながる教育活動を重視してほしい。 

委員 C：校外発表会の増加に伴う生徒・教員の負担，SSH 業務の偏りについて懸念が示された。ま

た，次期申請の課題研究のテーマ文について，重点が「科学」か「人材」か曖昧であり，表

現の見直しについても検討してはどうか。 

委員 D：校外発表会での入賞が増えている点は成果として評価できること，「研究の面白さを体験す

る」環境づくりが重要である。 

委員 E：英語発表では議論が深まりにくい場面があるのではないか，地域性を重視したテーマ設定

が自然科学に偏る場合の他分野への対応についてはどうか。 

主 任：発表者の約 3 分の 1 が英語発表であり，2 年生は全員英語に挑戦していること，生徒の研

究テーマは原則自由であるが地域情報を参考材料として提示している。 

委員 A：言語にかかわらず質問の意図確認を重視する姿勢が重要と指摘し，科学内容を日本語で深

める場面も必要ではないか。 

委員 D：「質問が理解できない」のか「英語で説明できない」のか課題の切り分けが必要である。 
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教育課程表

標準
  科　目 単位

小　　　計
ホームルーム
合 　　　計
〇必履修、※学校設定科目 △は前期で履修、▽は後期で履修

※SS理数地学

 ※スカラーⅠ

 ※スカラーⅡ

※SS理数生物 １▽

※SS理数化学 １△

 ※スカラーⅢ

〇理数探究  2～5

理数数学特論
理
　
数

〇理数数学Ⅰ

〇理数数学Ⅱ

理数探究基礎

※SS理数物理

総

合 総合的探究

情
報

〇情報Ⅰ

情報の表現と管理

家
　
　
庭

〇家庭基礎

※ライフデザイン

保育基礎

栄養

フードデザイン

※英語総合

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
外
　
国
　
語

〇英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

※ ＳＳＥⅢ 

※ ＳＳＥⅠ  

※ ＳＳＥⅡ

書 道 Ⅱ

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅲ

書 道 Ⅲ

●美 術 Ⅰ芸
　
　
術

●音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

保
体

 ※ｽﾎﾟｰﾂ総合

●書 道 Ⅰ

〇保健

〇体育  7～8

※ＳＳ生物基礎探究

※ＳＳ生物Ⅰ

※ＳＳ生物Ⅱ ２▽

※ＳＳ化学Ⅲ

※ＳＳ物理Ⅲ

※ＳＳ生物Ⅲ

※生物基礎探究Ⅰ

※ＳＳ化学Ⅰ

※ＳＳ物理Ⅰ ２△

※ＳＳ物理Ⅱ ２▽

２△

物理

●化学基礎

化学

※生物基礎探究Ⅱ

理
　
　
科

●科学と人間生活

●物理基礎

●生物基礎

生物

●地学基礎

地学

※化学基礎探究

※ＳＳ化学Ⅱ

※ＳＳ数学

※数学総合

※数学総合探究

数
　
　
学

〇数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数 学 Ⅲ

※数学探究

※公共探究

政治・経済

公
民

〇公共

世界史探究

日本史探究

倫理

地理探究地
理
歴
史

〇地理総合

〇歴史総合

※古典総合

国語表現

古典探究

文学国語
国
　
語

〇現代の国語

〇言語文化

論理国語

令和７年度　教育課程表
山梨県立韮崎高等学校（全日制）

教
科

一学年 二　　学　　年 三　　学　　年
普通 文理

Ｌ(3) Ｓ(2)
科　 科　 理 共 文 理

文理科 
Ｌ１(2) Ｌ2(１) Ｓ１(１) Ｓ2(１)

文理科 
共 文
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韮
崎
高
校
　
課
題
研
究
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
2
0
2
5
v
e
r.）

　
　
年

　
　
　
　
組

　
　
　
　
番

　
　
　
氏

名
課

題
研

究
タ
イ
ト
ル
：

評
価
項
目

観
点
の
説
明

①
②

③
④

⑤

課
題
設
定
能
力

仮
説
は
明
確
か
。
課
題

に
発
展
性
が
あ
る
か
。

的
確
な
検
証
を
行
っ
て

い
る
か

自
力
で
検
証
で
き
る
明
確
な

仮
説
を
設
定
し
て
い
る
。

仮
説
と
合
致
し
て
い
な

い
が
，
デ
ー
タ
の
取
得

は
始
ま
っ
て
い
る
。

仮
説
に
対
す
る
，
的
確
な
検
証
方
法
に

近
づ
い
て
い
る
。

デ
ー
タ
を
も
と
に
仮
説
の
有
用

性
を
再
度
，
検
討
し
て
い
る
。

今
ま
で
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
新
た
な

仮
説
を
作
り
２
つ
目
の
実
験
・調

査
を
行
っ
て
い
る
。

論
理
性
・
創
造
力

文
献
を
参
考
に
し
て
い

る
か
，
論
理
的
に
考
え

て
い
る
か
。
考
察
が
あ

る
か
，
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

が
あ
る
か

参
考
文
献
が
２
つ
以
下
で
あ

る
。

２
つ
以
上
の
参
考
文
献

と
結
果
を
元
に
し
た
考

察
が
あ
る
。

先
行
研
究
を
も
と
に
，
自
分
の
研
究
の

意
味
づ
け
が
で
き
て
い
る
。
研
究
の
幅

を
広
げ
る
よ
う
な
多
数
の
参
考
文
献
が

あ
る
。

得
ら
れ
た
情
報
・デ

ー
タ
を
整

理
で
き
て
い
る
。
文
献
の
内
容

も
加
味
し
て
複
数
の
視
点
か
ら

の
考
察
が
あ
る
。

独
自
の
解
釈
を
し
た
り
と
，
研
究
活

動
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
科
学

者
の
卵
と
呼
べ
る
よ
う
な
，
創
造
性

豊
か
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力

成
果
物
（
ポ
ス
タ
ー
・
ス

ラ
イ
ド
）
，
お
よ
び
説
明

の
聞
き
取
り
や
す
さ
，

質
疑
応
答
で
評
価

声
が
聞
き
取
り
に
く
い
，
資
料

が
分
か
り
に
く
い
等
の
理
由

か
ら
，
研
究
の
目
的
や
流
れ

が
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
。

伝
わ
る
が
，
ス
ラ
イ
ド

や
ポ
ス
タ
ー
の
文
章
を

そ
の
ま
ま
読
ん
で
い
る

部
分
が
多
い
。

説
明
が
聞
き
取
り
や
す
い
。
さ
ら
に
グ

ラ
フ
や
図
を
適
切
に
配
置
し
て
予
備
知

識
の
な
い
相
手
に
も
分
か
り
や
す
い
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
で
あ
れ
ば
持
参
し
た

資
料
や
P
C
を
用
い
る
な
ど
説

明
に
工
夫
が
あ
る
。
質
問
の
意

図
を
理
解
し
て
丁
寧
に
応
答
し

て
い
る
。

質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
る
，
も

し
く
は
，
聴
衆
が
そ
の
研
究
に
引
き

込
ま
れ
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き

た
。

装
置
作
成
タ
イ
プ

実
験
タ
イ
プ

環
境
調
査
タ
イ
プ

研
究
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
デ
ー
タ
は
な
く
，
研
究

の
方
向
性
を
述
べ
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

実
験
・調

査
の
計
画
が

具
体
的
に
動
き
出
し
て

い
る
。
装
置
作
成
が
始

ま
っ
て
い
る
。

少
な
く
と
も
１
回
は
実
験
・調

査
が
で
き

て
い
て
，
最
低
限
の
デ
ー
タ
が
集
ま
り

つ
つ
あ
る
（質

・量
）。

別
の
デ
ー
タ
取
得
方
法
が
具
体

的
に
動
き
出
し
て
い
る
。

初
期
に
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
精
度
を

高
め
る
よ
う
な
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

地
域
課
題
解
決
タ
イ
プ

（
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
型
含

む
）

（
上
に
同
じ
）

目
指
す
課
題
解
決
が

明
確
に
な
り
，
そ
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・調

査
が
動
き
出
し
て
い

る
。

主
張
や
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
，
よ

く
検
討
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
調
査
公
害
と
い
う
言
葉
も

あ
る
。
モ
ラ
ル
に
沿
い
，
し
っ
か
り
練
ら

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
。

円
，
棒
な
ど
最
適
な
グ
ラ
フ
を

用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
い
く

つ
か
の
調
査
結
果
の
関
連
性

が
分
か
る
・考

察
で
き
る
形
式

に
な
っ
て
い
る
。

単
純
な
割
合
だ
け
で
な
く
，
属
性
（年

齢
・性

別
）に

よ
る
比
較
が
あ
る
。
複

数
の
調
査
結
果
を
も
と
に
考
察
し
て

い
る
。

文
献
調
査
タ
イ
プ

（
上
に
同
じ
）

対
象
に
関
す
る
文
献

調
査
が
始
ま
っ
て
い

る
。

テ
ー
マ
に
関
す
る
偏
り
の
な
い
複
数
の

視
点
か
ら
の
文
献
調
査
が
で
き
て
い

る
。

調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
・デ

ー
タ
を
整
理
し
，
統
合
し
て
使
用

し
て
い

る
。

批
判
的
な
視
点
か
ら
の
評
価
も
あ

り
，
多
面
的
に
対
象
を
み
て
考
察
が

で
き
て
い
る
。

評
価
段
階
の
イ
メ
ー
ジ

・
以

下
の

４
つ
の

評
価

項
目

に
つ
い

て
１
～

５
で
ど
れ
が

一
番

自
分

に
当

て
は
ま
る
か
，
項

目
の

文
章

の
上

に
〇

を
つ
け
て
く
だ

さ
い

。
・
下

の
枠

】
発

表
会

に
参

加
し
て
の

感
想

・
気

づ
き
を
記

入
し
て
く
だ

さ
い

（
公

欠
等

で
不

参
加

だ
っ
た
場

合
は
，
直

前
の

発
表

練
習

を
元

に
記

入
し
て
く
だ

さ
い

。

粘
り
強
く
探
究
し
て
結

論
を
深
め
得
て
い
る
か

具
体
的
デ
ー
タ
取
得

デ
ー
タ
の
厚
み
・
深
さ

具
体
的
デ
ー
タ
取
得

↑
外
部
の
人
に
対
し
て
，
自
信
を
も
っ
て
発
表
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
る

↑
②
1
回
目
の
実
験
・調

査
が
終
了
し
，
粗
削
り
だ
が
４
分
程
度
の

発
表
に
耐
え
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

発
表
会
に
参
加
し
て
の
感
想
・
気
づ
き
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１
．
韮

崎
高

校
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

つ
い

て

R
６

年
度

ま
で

使
用

し
て

い
た

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
元

に
再

制
作

し
た

。
評

価
項

目
は

シ
ン

プ
ル

に
４

つ
で

，
生

徒
は

成
果

物
の

前
で

発
表

し
た

あ
と

で
，
教

員
は

発
表

を
聞

い
た

う
え

で
，
そ

の
成

果
物

と
プ

レ
ゼ

ン
の

み
を

判
断

基
準

と
し

て
評

価
す

る
（
そ

れ
ま

で
に

か
け

た
時

間
や

労
力

は
別

途
評

価
）
。
４

つ
の

項
目

は

・
プ

レ
ゼ

ン
ス

キ
ル

そ
の

も
の

（
研

究
の

知
識

が
入

っ
た

う
え

で
，
質

疑
応

答
ま

で
丁

寧
に

で
き

て
い

る
か

）

・
仮

説
を

立
て

，
研

究
計

画
を

立
て

，
さ

ら
に

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

も
と

に
再

度
仮

説
を

た
て

て
い

る
か

・
考

察
の

厚
み

・
（
か

け
た

労
力

や
時

間
を

切
り

離
し

て
）
と

上
で

述
べ

た
が

，
そ

れ
で

も
伝

わ
る

研
究

の
厚

み

２
．
使

い
方

①
生

徒
・
教

員
と

も
に

課
題

研
究

の
取

り
組

み
を

１
～

５
で

判
定

を
す

る
。
生

徒
は

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
元

に
研

究
を

よ
り

高
め

る
た

め
の

（課
題

研
究

の
評

価
を

上
げ

る
た

め
の

）視
点

を
学

ぶ
と

と
も

に
，
教

員
は

生
徒

の
判

定
を

重
ね

て
み

て
，

生
徒

と
の

認
識

の
ず

れ
を

確
認

す
る

（
ク

ロ
ス

評
価

）

②
生

徒
は

１
人

１
枚

，
教

員
は

１
研

究
１
枚

で
評

価
す

る

③
日

頃
の

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
（
課

題
研

究
）
の

取
り

組
み

で
は

な
く

成
果

物
（
ポ

ス
タ

ー
・
ス

ラ
イ

ド
）と

発
表

の
様

子
で

評
価

す
る

。

（
日

頃
の

課
題

研
究

へ
の

取
り

組
み

は
別

途
評

価
す

る
）

※
使

用
上

の
注

意

「
デ

ー
タ

の
厚

み
・
深

さ
」
の

項
目

で
，
研

究
対

象
ご

と
に

３
つ

の
指

標
が

あ
る

た
め

，
研

究
対

象
に

よ
っ

て
公

平
な

評
価

と
な

ら
な

い
。
こ

れ
は

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

と
し

て
の

妥
当

性
を

欠
い

て
い

る
と

も
い

え
，
扱

い
に

つ
い

て
現

在
検

討
中

で
あ

る
。

試
用

時
は

，
文

献
調

査
の

研
究

が
な

く
レ

ベ
ル

設
定

が
適

切
か

分
か

ら
な

い
点

，
「
装

置
作

成
タ

イ
プ

・実
験

タ
イ

プ
・環

境
調

査
タ

イ
プ

」
が

「地
域

課
題

解
決

タ
イ

プ
（ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

型
含

む
）
」に

比
べ

て
評

価
が

低
く

出
る

傾
向

に
あ

っ
た

。
本

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
活

用
さ

れ
る

場
合

は
，
そ

の
点

に
ご

留
意

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
，
使

用
し

て
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
等

を
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

。
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